
（単位：千円）

（単位：円）

基　　金　　名 30.9.30現在高 増減額 31.3.31現在高 備　　考

　財政調整基金 6,872,528,517 △ 881,096,773 5,991,431,744

　減債基金 1,809,175,469 △ 32,729,605 1,776,445,864

　ふるさと応援基金 122,334,388 86,337,613 208,672,001

　公共施設整備基金 5,569,961,356 593,913,455 6,163,874,811

939,147,012

　矢田ダム関連地域振興基金 41,375,524 △ 978,625 40,396,899

　青少年国際交流育英基金 19,691,220 △ 1,479,215 18,212,005

　地域振興基金 3,438,514,191 △ 221,969,950 3,216,544,241

　子ども医療費助成基金 627,749,737 △ 51,394,063 576,355,674

　病院統合整備基金 211,259,971 △ 17,135,927 194,124,044

　教育文化基金 71,323,180 △ 5,614,257 65,708,923

　地域福祉基金 984,957,511 △ 45,810,499

　国民健康保険基金 456,043,418 401,383 456,444,801

　介護給付費準備基金 571,094,225 △ 34,624,098 536,470,127

　中山間地域活性化推進基金 13,539,605 △ 6,715,247 6,824,358

　農業集落排水事業基金 8,395,848 41 8,395,889

　公共下水道事業基金 2,077,652 10 2,077,662

　浄化槽整備推進事業基金 4,580,103 22 4,580,125

　簡易水道事業基金 92,220,857 459 92,221,316

積　　立　　基　　金　　計 21,258,498,655 △ 660,613,698 20,597,884,957

　教育振興特別奨学金基金 91,379,522 △ 8,399,671 82,979,851

　担い手確保育成基金 250,296,361 △ 33,318,751 216,977,610

　一般旅券発給等事務証紙購入基金 1,200,000 0 1,200,000  うち貸付額    223,200円

　土地開発基金 570,630,126 0 570,630,126  うち貸付額 　 　　　0円

　肉用牛購入資金貸付基金 90,000,000 0 90,000,000  うち貸付額 40,501,248円

　高額療養費貸付基金 5,000,000 0 5,000,000  うち貸付額    226,000円

　出産資金貸付基金 3,000,000 0 3,000,000  うち貸付額          0円

　乳用牛購入資金貸付基金 9,000,000 0 9,000,000  うち貸付額  6,141,098円

　奨学金・入学準備金貸付基金 10,000,000 0 10,000,000  うち貸付額  1,289,000円

会　　計　　名 前年度末現在高
30.4.1～31.3.31

借　入　金 償　還　金
3月末現在高

定　額　運　用　基　金　計 688,830,126 0 688,830,126

合　　　　　　　　　　　計 21,947,328,781 △ 660,613,698 21,286,715,083

　一般会計 23,247,461 774,000 2,802,999 21,218,462

　農業集落排水特別会計 918,775 19,200 99,159 838,816

　公共下水道特別会計 284,011 5,500 36,122 253,389

　浄化槽施設特別会計 42,973 0 4,075 38,898

45,122 2,508,351

合　　　　計 30,885,697 813,600 3,298,812 28,400,485

　簡易水道特別会計 1,179,983 0 78,998 1,100,985

　病院事業特別会計 2,659,021 14,900 232,337 2,441,584

特　　別　　会　　計 0

会　　計　　名 3月末現在高

一　　般　　会　　計 0

　上水道特別会計 2,553,473 0

基金の状況

市債は、公共施設の建設など、市が一度に多額の出費を必要とする場合に県の同意を得て借り入れる長期の借入金のことです。一度に
多額の出費を必要とする事業の財源確保を図るとともに、その返済を元利償還という形で長期間分割することにより、市の財政負担を平
準化し、世代間の住民負担を公平にするという役割も果たしています。主な事業としては、道路、学校などの公共施設の建設事業や、突
発的に発生した災害の復旧事業などがあげられます。

会計別の地方債残高は下表のとおりです。

一時借入金は、地方自治体の支払い資金の不足を臨時に賄うために、その年度内に償還する条件で借り入れる借入金のことです。

基金には、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるもの（積立基金）と、特定の目的のために定額の資金を運用するもの
（定額運用基金）があります。豊後大野市が設置している基金、現在高は下表のとおりです。

地方債残高の状況

一時借入金の状況


